
家畜保健衛生所たより

Warning

＜高病原性鳥インフルエンザの症状＞
・肉冠や肉垂が紫色（チアノーゼ）になる ・出血、壊死 ・顔面の腫れ、むくみ

・産卵低下または停止 ・神経症状、下痢等 ・高い死亡率

鳥インフルエンザの情報を掲載した農林水産省ウェブサイト：http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/index.html

令和7年度第５１号 令和8年２月2０日日

【概要】農場から通報、簡易検査及び遺伝子検査で陽性
・2月20日 千葉県旭市 採卵鶏飼養農場 約 6万羽

関連農場 同市 採卵鶏飼養農場１戸 約 2万羽

異状をみつけた場合には直ちに山梨県西部家畜保健衛生所まで
電話・・・0551-22-0771     FAX・・・0551-22-6728
夜間、土日・休日の連絡は・・・090-5564-1018

【野鳥における事例も増加】
・陽性確認：1道13県90例（野鳥77例、環境試料13例）
北海道･宮崎県・山形県・鹿児島県・新潟県・福岡県・群馬県・福島県・大分県・高知県・徳島県・愛媛県・千葉県・熊本県で陽性事例

Warning

空振りでもかまいません
少しでも異常を感じたら早期通報をお願いします

肉冠の壊死
肉垂のチアノーゼ

【通報時に必要な情報】
異常家きん発見鶏舎
①鶏舎名・飼養羽数・日齢
②死亡羽数・衰弱羽数
③鶏舎のどの辺で死亡していたか
④過去21日間の死亡羽数

その他の鶏舎
①鶏舎ごとの飼養羽数
②鶏舎ごとの過去7日間の死亡羽数

死亡鶏は検査のため
必ず保管しておいてください！



令和7年シーズンの発生状況

これまでに19事例･431万羽 が殺処分の対象に
※ 疑似患畜確認時の羽数

今回発生
千葉県旭市
採卵鶏︓約 ８万羽

（うち関連農場 約2万羽）

地図の色発生件数
１件

２件以上
5件以上

※


